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１【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】
　当社の連結子会社である株式会社バリューサポート（以下「バリューサポート」といいます。）の旅行事業外販部

門の売上計上に関し、会計監査人からの指摘により当社は社内調査を行っていたところ当該部門の一従業員より当該従

業員が担当した平成26年12月期における取引案件の一部について架空の売上及び仕入計上を行った旨の申告がありまし

た。これを受けて当社は、平成27年１月23日、外部の有識者を中心に構成される特別調査委員会を設置し、不適切な会

計処理に関する事実関係等の調査を行い、その調査結果及び再発防止策につき報告を受け検証・検討を行いました。そ

の結果、当社はバリューサポートにおいて行われた不適切な会計処理に関して、それらが本来処理されるべきであった

決算期に遡って決算の訂正を行うことといたしました。

　これらの決算訂正により、当社が平成25年８月30日に提出いたしました有価証券届出書、平成25年９月13日及び平成

25年９月25日に提出いたしました有価証券届出書の訂正届出書の一部を訂正する必要が生じましたので有価証券届出書

の訂正届出書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、明治監査法人により四半期レビューを受けており、その四半期レ

ビュー報告書を添付しております。

　また、四半期連結財務諸表の記載内容に係る訂正箇所については、XBRLの修正も行いましたので、併せて修正後の

XBRL形式データ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

　

２【訂正事項】
第一部　証券情報

　口絵

第二部　企業情報

第２　事業の状況

４　事業等のリスク

７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(3）財政状態の分析

第５　経理の状況

１　連結財務諸表等

(1）連結財務諸表

　四半期連結貸借対照表　

　

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。
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第一部【証券情報】
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第二部【企業情報】

第２【事業の状況】

４【事業等のリスク】

　＜訂正前＞

(15）有利子負債依存度が高いことについて

　当社は、今後の事業展開の拠点となる本社ビルの取得のための設備投資資金を金融機関からの借入により調達し

ており、平成25年６月30日現在における有利子負債残高は1,773百万円で、総資産に占める有利子負債の割合は

46.0％と高い水準にあり、その一部は変動金利による長期資金であることから、今後の金利変動によっては、当社

グループの経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

　（後略）　

　

　＜訂正後＞

(15）有利子負債依存度が高いことについて

　当社は、今後の事業展開の拠点となる本社ビルの取得のための設備投資資金を金融機関からの借入により調達し

ており、平成25年６月30日現在における有利子負債残高は1,773百万円で、総資産に占める有利子負債の割合は

46.1％と高い水準にあり、その一部は変動金利による長期資金であることから、今後の金利変動によっては、当社

グループの経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

　（後略）　

　

　

７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(3）財政状態の分析

＜訂正前＞

（前略）

第13期第２四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年６月30日）

　当第２四半期連結累計期間末の資産につきましては、流動資産は1,414,596千円（前連結会計年度末は1,228,521

千円）となり、186,075千円増加しました。これは、短期貸付金の減少（53,000千円）、リース投資資産の減少

（27,889千円）、仮払金の減少（22,687千円）及び未収入金が減少（12,042千円）しましたが、現金及び預金の増

加（212,474千円）及び売掛金が増加（91,607千円）したことが主な要因です。固定資産は2,441,207千円（前連結

会計年度末は2,760,719千円）となり、319,512千円減少しました。これは、長期性預金の減少（290,000千円）及

び敷金及び保証金が減少（27,035千円）したことが主な要因です。その結果、総資産は3,855,803千円（前連結会

計年度末は3,989,241千円）となり、133,438千円の減少となりました。

　当第２四半期連結累計期間末の負債につきましては、流動負債は1,151,988千円（前連結会計年度末は1,304,233

千円）となり、152,245千円の減少となりました。これは営業預り金の増加（26,358千円）、前受金の増加

（37,766千円）及び未払金の増加（37,855千円）がありましたが、預り金が減少（278,563千円）したことが主な

要因です。固定負債については、1,778,539千円(前連結会計年度末は1,836,349千円)となり、57,810千円の減少と

なりました。これは長期預り保証金の増加（41,206千円）がありましたが、銀行借入金の減少（70,686千円）及び

リース債務の減少（28,330千円）が主な要因です。

　当第２四半期連結累計期間末の純資産につきましては、純資産合計は925,275千円（前連結会計年度末は848,658

千円）となり、76,617千円の増加となりました。これは主に自己株式の増加（25,620千円）及び四半期純利益

（102,237千円）によるものです。

　

＜訂正後＞

（前略）　

第13期第２四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年６月30日）

　当第２四半期連結累計期間末の資産につきましては、流動資産は1,409,131千円（前連結会計年度末は1,228,521

千円）となり、180,610千円増加しました。これは、短期貸付金の減少（53,000千円）、リース投資資産の減少

（27,889千円）、仮払金の減少（22,687千円）及び未収入金が減少（12,042千円）しましたが、現金及び預金の増

加（212,474千円）及び売掛金が増加（91,607千円）したことが主な要因です。固定資産は2,441,207千円（前連結

会計年度末は2,760,719千円）となり、319,512千円減少しました。これは、長期性預金の減少（290,000千円）及

び敷金及び保証金が減少（27,035千円）したことが主な要因です。その結果、総資産は3,850,338千円（前連結会

計年度末は3,989,241千円）となり、138,903千円の減少となりました。

　当第２四半期連結累計期間末の負債につきましては、流動負債は1,169,800千円（前連結会計年度末は1,304,233

千円）となり、134,433千円の減少となりました。これは営業預り金の増加（26,358千円）、前受金の増加

（37,766千円）、買掛金の増加（39,111千円）及び未払金の増加（37,855千円）がありましたが、預り金が減少
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（278,563千円）したことが主な要因です。固定負債については、1,778,539千円(前連結会計年度末は1,836,349千

円)となり、57,810千円の減少となりました。これは長期預り保証金の増加（41,206千円）がありましたが、銀行

借入金の減少（70,686千円）及びリース債務の減少（28,330千円）が主な要因です。

　当第２四半期連結累計期間末の純資産につきましては、純資産合計は901,999千円（前連結会計年度末は848,658

千円）となり、53,341千円の増加となりました。これは主に過去の誤謬による累積的影響額（△23,276千円）の計

上、自己株式の増加（25,620千円）及び四半期純利益（102,237千円）によるものです。
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第５【経理の状況】

２．監査証明について

　＜訂正前＞　

（前略）

(2）当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年４月１日から

平成25年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、明治監査法人により四半期レビューを受けております。

　

＜訂正後＞

（前略）　

(2）当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年４月１日から

平成25年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、明治監査法人により四半期レビューを受けております。なお、金融商品取引法第24条の

４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出していますが、訂正後の四半期連結財務諸表につ

いて、明治監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

【四半期連結貸借対照表】

＜訂正前＞　
（単位：千円）

　 　 　 　
当第２四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

資産の部 　

　 流動資産 　

　 　 現金及び預金 774,131

　 　 売掛金 290,519

　 　 商品 23,295

　 　 仕掛品 1,213

　 　 貯蔵品 8,853

　 　 その他 316,583

　 　 流動資産合計 1,414,596

　 固定資産 　

　 　 有形固定資産 　

　 　 　 建物及び構築物（純額） 813,374

　 　 　 土地 1,383,681

　 　 　 その他（純額） 41,815

　 　 　 有形固定資産合計 2,238,871

　 　 無形固定資産 99,766

　 　 投資その他の資産 102,569　　

　 　 固定資産合計 2,441,207

　 資産合計 3,855,803

負債の部 　

　 流動負債 　

　 　 買掛金 82,764

　 　 短期借入金 ※　　183,040

　 　 未払法人税等 75,419

　 　 その他 810,764

　 　 流動負債合計 1,151,988

　 固定負債 　

　 　 長期借入金 1,590,541

　 　 その他 187,998

　 　 固定負債合計 1,778,539

　 負債合計 2,948,339

純資産の部 　

　 株主資本 　

　 　 資本金 185,655

　 　 資本剰余金 167,595

　 　 利益剰余金 609,405

　 　 自己株式 △37,380

　 　 株主資本合計 925,275

　 純資産合計 925,275

負債純資産合計 3,855,803
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＜訂正後＞　

（単位：千円）

　 　 　 　
当第２四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

資産の部 　

　 流動資産 　

　 　 現金及び預金 774,131

　 　 売掛金 285,054

　 　 商品 23,295

　 　 仕掛品 1,213

　 　 貯蔵品 8,853

　 　 その他 316,583

　 　 流動資産合計 1,409,131

　 固定資産 　

　 　 有形固定資産 　

　 　 　 建物及び構築物（純額） 813,374

　 　 　 土地 1,383,681

　 　 　 その他（純額） 41,815

　 　 　 有形固定資産合計 2,238,871

　 　 無形固定資産 99,766

　 　 投資その他の資産 　

　 　 　　その他 125,845

　 　 　　貸倒引当金　 △23,276

　 　 　　投資その他の資産合計　 102,569

　 　 固定資産合計 2,441,207

　 資産合計 3,850,338

負債の部 　

　 流動負債 　

　 　 買掛金 100,576

　 　 短期借入金 ※　　183,040

　 　 未払法人税等 75,419

　 　 その他 810,764

　 　 流動負債合計 1,169,800

　 固定負債 　

　 　 長期借入金 1,590,541

　 　 その他 187,998

　 　 固定負債合計 1,778,539

　 負債合計 2,948,339

純資産の部 　

　 株主資本 　

　 　 資本金 185,655

　 　 資本剰余金 167,595

　 　 利益剰余金 586,128

　 　 自己株式 △37,380

　 　 株主資本合計 901,999

　 純資産合計 901,999

負債純資産合計 3,850,338
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書 　

　

　 平成27年２月17日

株式会社バリューＨＲ  

　取締役会　御中　

　

　 明治監査法人 　

　

　
代表社員

業務執行社員
　公認会計士 堀江　清久

　

　 業務執行社員　公認会計士 来田　弘一郎

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社バ

リューＨＲの平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年６月30日まで）に係る訂正後

の四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社バリューＨＲ及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は四半期連結財務諸表を訂正している。なお、当

監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成25年８月23日に四半期レビュー報告書を提出した。　

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証

券届出書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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